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伝え合 う力 を育てる学習の 工夫 

一調べた事を 書く活動を通して 一 

浦添市立港 )l@ 学校 久高 聡子 

[ 要 約 ] 

本研究では，自分の 考えを適切に 表現するとともに ，自分とは違 う 立場や考えも 尊重できる児童の 育成を 

めざし，調べた 事を書く活動を 通して，伝え 合う カ を育てる学習の 展開を試みた。 様々な人とのかかわりの 

中で，表現することの 楽しさや達成感を 昧 わ うことによって ，相手・意識や 目的意識を持って 表現しようと 言 

う 意欲の高まりが 見られた。 

《キーワード》 口伝え合 う カ ロ表現力 ロ 相手意識 口目的意識 

@  テーマ設定の 理由 
国際化，情報化，科学技術の 発展など我か 日の社会は ， 様々な面で日々大きく 変化し続けている。 これら 

の 変化を踏まえた ，新しい時代の 教育の在り方として ，白ら学び ， 自ら考えるなどの「生きる 力」の育成や 

個性を生かす 教育の推進が 提言されている。 国語科の目標では ，「表現する 能力」の育成が 最初に位置づける 

れ ，自分の考えを 自分の言葉で 積極的に表現する 能力や態度を 重視している。 また，「適切に 表現する能力」 

と「正確に理解する 能力」の育成を 基盤に ， 互いの立場や 考えを尊重しながら 言語で「伝え 合 うカ 」の育成 

も 重視している。 

その「生きる 力 」や「伝え合 う力 」を高める h で大切な役割を 果たすものの -. っに 文章表現力があ る。 文 

，アを 使って表現することにより ，自分の周りのことをより 深く見つめる 力や考える力を 培うことができるか 

らであ る。 又 ，文章によって 表現された思いや 考えは，時間や 場を超えて伝えることが 可能であ る。 書いた 

文章を推敵することによって ，柏手・や目的に 応じてより良く 伝えようとする 力を高めることもできる。 更に ， 

文学に表された 児童の内面を 干がかりにして ，一人一人の 思いや願いを 理解し ， 個々の可能性や 良さを生か 

すこともできる。 そこで，本研究では ，文章による 表現 プ J の自戒に重点をおいて 伝え合う カ を培っていきた 

  

これまでの実践を 振り返ってみると ，文章を書くことを 面倒くさかる 子が多く ， 書くことに積極的に 取り 

組む姿勢ばあ まり見られなかった。 書く材料かなかなか 見つけられず ，書き始めるまでに 多くの時間を 要す 

る 子もいた。 又 ，自力で書くことはできても ，読み返してより 良く表現しょうとする 意欲や態度はあ まり 見 

られなかった。 自分の考えを 伝えることについても ，積極的に取り 組む子とそうでない 子がおり，全体とし 

て 相チを 意識し，工夫して 伝えるまでには 至ってれない。 それは，柏手意識や 目的意識を持たせる 指導が 

l. 分でなかったことが 大きな原因と 考える。 文 ，書く 力 を育む指導が 具体的，継続的でなかったこともその 

要因の ，っ であ ろ       

そこで，本研究では ，白ら課題を 持って取材をするなどの 能動的な関わりをもたせることによって ，児童 

か詫く 材料の集め方を 知り ， 進んで 苦 くことに取り 組めるような 字 笛方法の工夫をしていきたい。 そして， 

著 く 柑 手やⅡ的を明確にすることで ，適切に表現しようという 態度や能力を 育てていきたい。 又 ，畑作文指 

噂も取り入れ ，継続的に書く /J を養っていきたい。 更に ，再 いたことを実際に 生かす機会も 設定し，成就感 

や 達成感を味わわせることにより ，次の苦く意欲，より 良く伝えようとする 意欲につなげていきたい。 

    

    



l@ 研究の目標 
相 干や目的に応じて 適切に表現したり ，表現された 内容を正確に 理解したりする 力や態度を育成するため 

に， 調べた事を書く 活動を通して ，伝え合 う力 を育てる学習の 干立てを研究する。 

Ⅲ 研究仮説 

Ⅰ 基本仮説 

児童の興味・ 関心にそった 活動を行わせ ，そこで得た 情報を発信させることにより ，児童は意欲を 持っ 

て 主体的に伝えることを 見つけるよ う になり，目的意識を 持たせることで ，伝え合う カ も 肯っ であ ろう。 

2  作業仮説 

(1)  , 人   人の興味・関心にそった 取材活動を行わせることによって ， 進んで書くことに 取り組み，積極 

的に伝えようとするようになるであ ろう。 

22) わかったことや 考えたことを 継続的に文章にまとのたり ，まとめたものを 読み返したりする 場を設定 することにより ，書くことに 慣れ ， エ夫して表現する 力もっくであ ろ う 

(3) 学び合 う 場や伝え合う 場をⅠ 失 することにより ，お互いの 良 さを認め合い ，相手や日的を 意識してよ 

り 良く伝えようとするようになるであ ろう。 

lV  研究構想 図 
( 次   Ⅱ 一ジに 記載 ) 

V  研究の内容 
Ⅰ 伝え合 ラカ について 

(1)  伝え 合うカと は 

伝え 合うカ とは「 人 問と人間の関係の 中で ， 互いの立場や 考えを尊重しなから ， 蕎 』を通して適切に 

表現したり，正確に 理解したりする 力 」と学習指導要領にあ る。 

つまり，自分の 考えを積極的に ，そして工夫して 柏手に伝えようとする 態度や能力，それと 合わせて 

相手・㏄立場や 考えも理解しょうという 寛容的な態度や 相手の言 い た い ことを正確に 理解する能わを つ け 

ることか「伝え 合う プ J 」を高めることにつながると 解釈する。 その伝え合う 能力 は， 話す ， 聞く ，君く， 

読むという活動すべてにおいて 培われるものであ るが，その中でも 占 くことの果たす 役割は大きいと 考 

える。 話す内容を事双に 文章にまとめることによって ，筋道をⅠてて 話す カ を高めることかでき ，聞き 

ねからメモをとることによって 正確に聞く 力 を高めることもできるからであ る。 読んたことを 文章にま 

とめることにより ，目的に応じて 読む 力 を培うこともできる。 

又 ，情報化時代において ，この「伝え 合う力」は，情報を 発見・収集し ，相手や日的に 応じて選択   

再構成し，主体的に 発信・交流するという「情報活 m 能 力 」と言い換えることもできるであ ろう。 そして   

これは， 生 きて働く国語の 力であ り， 人 Ⅲ形成につなかる 人切な力であ る。 したかって， 同沼科 の宇田 

の中たけでなく ，それ以外のあ らゆる機会をとらえて 身につけさせていく 必要かあ ると考える。 

(2) 伝え合 う力 を育てる指導のエ - 夫 

伝え合 うゎ を育むために 大切なことは ，第一に「伝えたい」という 丘 供の思いを大切にすることであ る。 

身近に伝えたい 事柄かあ れは，意欲的に 表現しようとするし ， 1. 大 して表現しようとするであ ろう。 し 

かし，伝えたいことがすべての 子にすぐ 見 つかるとは 阻 くらない。 そこで，児童の 興味，関心をひきたす 
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lV  研究構想 図 

研究テーマ 
伝え合う カ を育てる学習の 工夫 

一調べた事を 書く活動を通して 一 

目指す子供 像 

0 口分の考えを 適切に表現できる 子 

0 自分とは違 う 立場や考えも 尊宅できる 子 

研 九目標 

相 干や目的に応じて 適切に表現したり ，表現された 内容を正確に 理解したりする 力や態度を育 
成するために ，調べて書く 活動を通して ，伝え合う力を 育てる学習の 手立てを研究する。 

基本仮説 
児童の興味・ 関心にそった 活動を行わせ ，そこで得た 情報を発信させることにより ，児童は意 
欲を持って主体的に 伝えることを 見つけるよ う になり，目的意識を 持たせる っ ことで，伝え 合う 
  力 も育つであ ろう。 

作業 説 1 
・尺 - 人の興味・関心にそ 

った取材活動を 行わせること 
によって ， 進んで苦くことに 

  取り糸円み，積極的に 伝えよう 
とするようになるであ ろう。 

  

作業仮説 2 作業 説 3 
わかったことや 考えたこ 学びあ ぅ 場や伝え合 う 
とを，継続的に 文章にまと 場を 1. 失 することによ 
のたり，まとめたものを 読 @ お互いの良さを 認め 
み 返したりする 場を設定 合 い ，相手や ロ 的を意識 
することにより ，書くこと してより良く 伝えようと 
に慣れ，工夫して 表現する するようになるであ ろ 
力もつくであ ろう。 つ 。 

研究内容 

夫
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工夫を行うとともに ，児童 か 自ら選んだ事柄につ t. 、 て 能動的に調べるという 活動を取り入れることによ 

って．どの子も 伝えることを 見つけやすくなると 考える。 

次に人切なことは ，伝えるための 適切な表現技能を 持っているということであ ろう。 伝え合うために 

は ，要点．をおさえて 話したり聞いたりする 力 ，中心や段落構成を 押さえて話したり 聞いたりする 力が必 

要 であ る。 それらの力を 培うためには ，書くことと 関連を図りねから ，意欲や目標を 持たせて計画的   

継続的に学習させる 必要があ る。 そのためには ，無作文指導か 有効だと考える。 

それから，伝え 合 う 場の工夫も人切であ ろう。 伝え合うことの 良さを味わうことかできるような 場を 

設定することかできれば ，児童は相手や 目的を意識して 表現活動に取り 組み，工夫して 表現しようとす 

るようになるであ ろう。 そこで，最初は ，児童が安心感を 持って接することのできるような 身近な人た 

ちへの伝える 場を設定したい。 身近な人たと 励ましやアドバイスなどの 評価も直接得られ ，伝えること 

への自信をもちやすいと 考えられるからであ る。 その後，担任以外の 教師や異学年の 子ども 達 ，そして   

校外へと伝える 場を発展させていくことで ，相手や目的に 応、 じて適切に伝える 力を培えると 考える。 

2  伝え合う カ を育てるための 書く指導の工夫 

(1) 菩くノ ] を育てることの 意義 

文字や文章を 書く活動は，国語科以外の 各教科でも行われており ，学習の基礎・ 基本と言える。 菩く 

ことによって ，あ るいは，その 害 いたものを使って 自らの考えを 伝えたり，他の 人の考えを理解したり 

しなから予習に 参加していくことも 多い。 

学習するときたけではなく ，書くことは H 常 生活でも行われており、 記録したり，説明したり ，励ま 

したり，楽しませたりと ，さまさまな 形で生活の中に 役立っている。 これもまた， 人 とのかかわりの 中 

で 使われることか 多い。 

書 いて伝えることにより ，情報を受ける 立場たけではなく ，情報㏄送り 手として積極的に 表現活動に 

参加することかでき ，時間や場を 越えて耐性を 生かすことか 可能となる。 

善 くことへの興味・ 関心を持たせることや 書く 力 をつけることは ，Ⅱ ケの 生活を充実させ ， 人と ㏄ か 

かわりの中で 成長していくきっかけを 作ることにつなかると 考える。 

は ) 矩 作文を取り入れた 書 く 力 を育てる指導の 実際 

善く カ というのは，簡単に 身に付くものではない。 しかし，書かなけれはその 力は身についてしかな 

い 。 文学 を菩く 活動を重ねること ，継糸九口Ⅲ こ 行うことによって 身に付き ， 伸びていく 力 たと考える。 た 

か ，たた申に害 く 回数を増やせはよいというものでもない。 無理や無駄のないような ，目凹的な指導を 

ィ下うことにより ，                       じみを深めさせることか 可能となる。 

苦 く活動を行 う 上で ，丘 ども達か一番抵抗を 感じているのか 書く量であ る。 そこで， 子 とも達の負担 

にならない少ない 字数，色川にならない 短い時制で書き 終えることのできる 短作 丈の指導か有効たと 考 

える。 

そのために，作文ノートを 作成するなと ，継続的に文を 書く機会を作る 必要かあ る。 しかし，繰り 返 

し学 習 は ，受動的で マ シネりに陥りやすい。 そこで，題材 側 は，児童 か白己 決定できるような 幅のあ る 

ものとし，教室にボストを 設置するなとして ，子ども達の 書きたい話題を 適時取り入れるような「夫も 

大切になるであ ろう。 害 くことに苦手意識のあ る子には， 苦き 出し山立や吾 き 終わりの文例を 小すなと 

して， 占き 始めの抵抗を 減らす l 「夫も必要と 考える。 
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VI  研究の実際 

1  単元老 

名人になって 紹介しよう 

2  学習 材 

0 ん目について 調べて ( 教科書教材 ) 

0 相手や場を考えて ( 教科書教材 ) 

0 ニュース番組の ヒデオ 

3  単元目木崇 

調べてわかったことか 相手に伝わるように ，工夫して書いたり 発表したりすることかできるようにする。 

4  単元について 

(1)  学習Ⅱについて 

情報化社会を 主体的に生きるには ，必要な情報を 収集・選択し ，それを理解して 柑ァや 目的に応じて 

再構成して伝える 力を培 う ことか大切であ る。 教科書教材「刀目 は ついて調べて」では ，方言と共通語 

の 定義づけを行った 後に，方言について 調べる様々な 方法と依頼文の 例が示されている。 教材文を読む 

ことで， 子 とも達は具体的なイメージを 持って調べ学習に 取り組めるであ ろ       

また，教材「 相 干や場を考えて」には ，放送記者の 挿し絵が載っている。 記者の ホ ケットに入った 取 

材 メモや丁に持ったボードなどから ，相手にわかりやすく 伝えるためには ，発表する前に 文字にまとめ 

ておく必要かあ ることにも気づき ，目的をもって 書くことに取り 組めると考える。 

ニュース番組の ヒデオ を視聴することによって ，発表するときの 様子を想定することかでき ，書く内 

容の検討もしやすくなるであ ろう。 相手にわかりやすく 伝える話し方の 基本も ， 身に付きやすいであ ろ 

つ 。 

(2)  児童 観 

4 年生の子ども 達は，好奇心が 旺   盛で ， いろいろなことに 興味を持って 積極的に行動する。 そのため， 

行動範囲も広がり ，地域社会へ 接触ずる機会も 増えてくる。 この時期に，地域の 人やと積極的に 関ねる 

ような取材活動を 行わせることは ，社会性を育てる 上でとても人切たと 考える。 

実態調・杏の 結果，自分たちで 活動の計画を 立てたり，実際に 活動したりする 学習を楽しいと 感じてい 

る Ⅰ か 多かった。 しかし，調べたことをまとめる 学習に関しては ，楽しいと答える 丘か 減っている。 中 

心や段落を意識してまとめることは 苦チ で ，その 力 も充分育っているとはいえない。 「 菩 くことか面倒」 

というⅠもおり ，六人の子 か謂 くことに強い 抵抗を示している。 しがし，作文を 謂くことで「気持ちか 

すっきりする」と 答えた子もいる。 

巳 )  指導 観 

社会体験の下足や 人間関係の希薄化か 問題視されている 現代， 人 とのかかれりを 大切にし，口分の 考 

えを話したり ，川手の考えを 聞いたりする 活動を大事にしたい。 そこで，警備 藍 として校内で 働いてい 

る砂 Ⅲさんをケストティーヂャーとして 招き ， 昔の話を聞くことでこれからの 学習への興味・ 関心を持 

たせるとともに ，自分か調べることについて 八体的に考えて 選択するきっかけを 作りたい。 また，目今 

たちか調へたことを 聞いてもら ぅ ことにより，調べることや 占 くことへの意欲付けを 行い， 柑 十や目的 

をき 識 させ，伝える 力を台てて い きた い 。 取材活動においても ，身近な人や 地域の人 セと 積極的に関 ね 

れるような支援を 行い，丁寧語や 敬語などといつた 言葉遣いの指導も 合わせて行っていきた い 。 昔のこ 

 
 

とについで調べる 中で ， 今の向分たちの 生活を振り返って 考えるきっかけも 作りたい。 

調へてわかったことをまとめ だ 後，それを見直す 場を設定することにより ，お互いの良さを Y7 び 合い ， 

8 



相手や目的を 意識してより 良く伝えようという 意欲を高めさせたい。 

発表の段階では ，伝え合うことの 楽しさを体験させ ，積極的に自分の 考えを表現しようという 意欲 と態 

度を培いたい。 発表する時間に 制約を設けることで ，調べたことをそのまま 書き写すのではなく ，相手や 

目的に応じて 内容を精選・ 再構成する力も 培いたい。 自分の考えを 伝え，相手の 考えを聞くことによって ， 

豊かな人間関係を 築くことにもっなか ろ ことを期待する。 

5  単元構想 図 

単元との出会い 

ゲストティーチヤ 一の話を聞く 

( 背の暮らし・ 言葉・今の子ども 達へ その他 ) 

単元 「名人になって 紹介しよう」 

工夫してまとめ   

  調べてみたいことを 決める 

  教材文を参考にして 調べる計画を 立てる 

  まとめ方を考える 

  調べる 

  調べたことを 発表原稿にまとめる 

  発表原稿を推敵する 

  招待状を書く 

  発表会を開く   計画を立てたり ， 活 

  ぬ かったことや 感想を話し合う 勤 したりすること 
  お礼の モ ・紙を書く 

  まとめる力か ョ 5?i   

相手や目的を 意識させる 

伝え合 うカ 

  
u け @ 

  

  

  



6  単元指導計画 

時数 
1
 

  
学習活動 印昔占と 支援 児童の声 

0  百 ，川 @ 兆 さん ( ゲストテ 0  興味を持ってこれからの 字 「昔の言葉には 
・サーチャ一 ) の話を聞く。 
  甘の暮らし 

  昔の占 葉 

  今の子供たちに 目ぃ 

たいこと など 
0  砂 Ⅲさんの話を 聞いてわ 
かったことやこれから 調 
べてみたいことを 考え 
る。 

0  調べてわかったことや 考 
えたことを砂川さんや 出 
づ分の祖父母に 伝える会を 
持つことを知らせる。 

習に取り細めるよ う に意欲 
付けを行 う 。 

0  皆と 今の違うところや 昔の 
良さ，もっと 調べてみたい 
ことについて 考えながら聞 
くよ う にさせる。 

え
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@
 

イ
 
ハ
 
Ⅱ
 

や
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る
 

 
 
会
解
 

表
地
 

発
を
 

0
 千
 

同
相
 

今
る
 

O
 

 
 

2 0  背のことについて 調べる 

方法について 話し合う。 
0  教材 文 「方言について 調 
へて」を読み ， 他の調べ 

方について知る。 
0  それぞれの方法の 良さと 
気をつけ ろ ことについて 

考える。 

と
ら
 

を
た
 

と
べ
る
 

こ
調
て
 

い
 
で
 立
 

た
 
法
を
 

ベ
ガ
 画
 

調
 
な
計
 

か
ぅ
か
 

分
 
よ
い
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の
よ
 

O
 

良い言葉がいっ 
ば いあ るのでそ 

れを調べてみた 

い 」 
「昔の言葉を 覚 

えて会話してみ 
たい」 

「昔の遊びや 服 

装についても 調 

べてみたい」 
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3. これから 田へ てみようと思ったことは ? 
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0  伝える 柑 干や目的を考えな 
がら話し合わせる。 

0  インタビューする 時は ， - Ⅰ 
寧 な言葉を使 う ことや % モ・ 

の都合を聞くこと ，メモを 
とりながら聞くこと 等をお 
さえる。 
0  本やインターネットで 調べ 
たことは，そのまま 書き写 
すのではなく ，わかりやす 
い言葉に書き 直したほうが 
良いことをおさえる。 
0  調べることにあ ったガ法を 
考えさせる。 前回とは違っ 
た方法にも挑戦するように 
促す。 

 
 

1 

「明日おばあ ち 

やんの家に行く 
からその時に 聞 
いてみる」 
「パソコン教室 

に行ったときに 
調べてみる」 

「 00 さんと -, 
緒に図書館で 調 

べてみる」 
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3
 

4 

O 「 

6 

0  調べた事を伝えるときに 
気をつけることを 考える。 
  教材 文 「 棺 手や場を考 
えて」を読んで 

  教材文の挿絵を 見て 
  ニュース番組のビデ 

0  聞く人によくわかっても 
らうにはど う したら良い 
かという視点．から 考えさ 
せる。 

  
百舌 し 合う。 友達の工夫に 気づかせる 

0  自分の調べることに 合っ ようにする。 

たまとめ方について 考え 

る。 

で
 
法
 
力
 
た
 
つ
 

ム
 
 
 
 
 

 
 く

べ
 

菩
調
 

O
 

0  調べてわかったことや 9 、 

っ たこと，考えたことなど 

を発表原稿に 書く。 

「おじいさんやおば 
あ さんに聞かせるの 
だから前よりももっ 
と大きな声で 発表し 
たほうがいい」 

「アナウンサーは ， 

原稿を机の上に 置い 
て，前を見ながら 話 
していた」 

「すらすら読めるよ 
う にたくさん練習し 
なければ」 

O 

O 

O 

いつ，どこへ ，何を取材し 「いろいろな 事がね 
に行くのかを 決めて，計画 かっておもしろかっ 
を 立てる。 た 」 

同じ取材内容の 人とバル 
一プ を作り ，協ノ J し合 える 
ようにする。 

調べてきた事柄を 整理し ， 「いつもより 早く書 
順序や軽重を 考え，中心を   くことかできた」 
はっきりさせて 書くよう 
にさせる。 
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0  読み返してより 良い発表 原 0  友達にも読んでもられ ， 書 
稿 にする。   ) たものを見直すことの 大 

切 さに気づかせるよ う に す 
る 。 

「自分の作文のよ 

い所がねかった」 

「作文が詳しくな 

った」 

「わかりやすくな 
った 」 

会を開く。 よ う に ビヂオ に撮って お 

0  友達の発表を 聞いて， ねか 
ったことや感想を 話し合 
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聞いてもらってう 
れしかった」 

「おじいちやんた 
ちと仲良くなれた 
ようでうれしかっ 

た」 

「孝太君の発表を 

聞いて，おじいち 
やんたちは楽しそ 
うたった」 

「また彗のことを 

調べてみた 1@ Ⅱ 
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7  本時の学習 (7/10) 
(1)  目標 

① 自分の文章を 読み直し，わかりやすい 文に書き直すことができるようにする。 

② 友達の発表原稿を 読み ， 書き方の工夫を 字ぶことができるようにする。 

(2)  授業仮説 

①書いたものを ，具体的な視点を 与えて読み返す 場を設定すれば ，相手や目的を 意識してより 

良く伝えようとするようになるであ ろう。 

② 友達の作文を 読み合 う 場を設定すれば ，学習したことを 生かそうとする 意欲や態度か 育っで 

あ ろう。 

ぴ )  本 時の展開 
  学習活動 

  
教師の支援 

導 1. 本 時の学習のめあ てを確認する。 

入 

調， べてわかったことか 相手に伝わるよ 

うに発表 原 楠の検討をしょう 
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わかったことが 詳しく書けて L.) るか。 

  聞く人にわかりやすい 言葉を使っているが 
  その他 

，前回の発表会を 想起さ 
せる。 

・話し合ったことの 中か 
ら自分が今日特に 気をつ 
けて検討したいことを 選 
ばせる。 

  自分が決めた 視点、 に そ 

  ってアドバイスするよ 

うにさせる。 

  評価の観点、 
  不時のめあ てを確認す 

ることができたか。 

  作文を読み返すときの 

視点がねかったか。 

  読み返す視点に 沿って 

推 敵しようとしている 
  

  

か 0 

  良い所ともう 少し エ，夫 

した方が良 い 所を見 っ ・ 相 干にねがるような 苫 

けるよ う にさせる。 葉で アドバイスしてい 
るか。 

  アドバイスする 所が見 廼 <si ののの 0 の 0 のの 

つけられない 子には， 

ヒントカードを 配 る。   
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4  友達のアドバイスを 参考にして自分の   推 敵前と推 敵 後の表現の違 
発表原稿を推敵する。 いに着目させる。 

 
 

5  推敵 後の原稿を一点取り 上げ ， あ んなで 

話し合う。 

ま 6  今日の字習の 感想を書く。   め あ てを意識して 書かせる 

と ようにする。 
め 7  次時の字習の 予告をする。 

  アドバイスにそって 

推 敵しようとしてい 
るか。 
  表現の良くなった 所 

を意識的に見つけよ 

うとしているか。 

  め あ てを意識して 書 

こうとしているか。 
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W  研究の考察 
作業仮説の検証 

(1) 作業仮説 1 ほ ついて 

  

  - 人一人の興味，関心にそった 取材活動を行わせることによって ， 進んで書くことに 取り組み ，積 

極 的に伝えようとするようになるであ ろう。 

ゲストティーチャーから 昔の話を聞いたことにより・ 学習への興味・ 関心の高まりが 児 られ，その後， 

調べる 刮   画を立てる時間を 作ったことにより 相手・や目的を 意識し ， 進んで書く材料を 探すことかできる 

よ う になった。 前回， 9 名の子が，一人では 書く事柄を探せず ，教師の支援を 必要としていたが ，本学 - 

九 では全員か自分で 書く材料を見つけることかできた。 

調べ学習の充実により ，書くことへの 取りかかりも 早くなり，全員か 決められた時間内に 書き終える 

ことかできた。 3 7 名山 2 4. 名の子が書くことか「楽しかった」と 答え，「楽しくなかった」という 子は 

- 人もいなかった。 

書き終えた後，「たくさんのことを 調べたから，書くのがうまくなった」と 満足感を表した 子もいた。 

それにより，伝えたいという 意欲も高まったようで ，学年当初，書くことに 強い抵抗を示していた 子が 

「招待状を書こう」という 提案もしてきた。 

取材活動を行うことにより ，いろいろな 発児 があ ったことも楽しかったようで ，「またやりたい」とい 

う 声も多く聞かれた。 

  が 
  燵ぉ 毛蟹Ⅰ y よ丁前 は、 首の 
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(22) 作業仮説 2 について 

わかったことや 考えたことを 継続的に文章にまとのたり ，まとめたものを 読み返したりする 場を設 

定 することにより ，書くことに ，慣れ，工夫して 表現する力もつくであ ろう。 

作文ノートを 作り， 週 ・ 回 ，朝の字習の 時間を使って 短 作文を書かせた。 子どもたちにとって ，作文 

は 長く書くものという 意識かあ るようで，そのことに 対しての抵抗がとても 大きいようだ。 書く前から 

「どこまで書けばいい ? 」とすぐ尋ねてくる。 朝の比分間という 短い時間なので ，ノート 1 ～ 2 ぺ一 

、 ジ (1 2 0 ～ 2 4 0 文字 ) 程度という少ない 字数で書かせたところ ，書くことへの 抵抗 

を 示す子が減り ， 書くことを楽しむ 子か増えてきた。 自らの成長の 跡が感じられたことも 書く意欲につ 

なかったようで ，学習双のアンケートで「 吉 くことは嫌い」と 答えていた子か ，作文用紙に 書くのはい 

やだけど作文ノートに 書くのは「好き」と 話しかけてきた。 無作文学習後は ， 2 1 名の子が作文にまとめ 

る 学習を楽しいと 答え ， 楽しくなかったという 了は一人たけであ った。 

毎回「はじめ」「 中 」「終わり」を 意識させ，各部分の 書き出し文の 例を示したことにより ， % き始め 

の 抵抗が薄らぐと 同時に，段落を 意識して書く 姿が見られるようになった。 畑作文の回数を 重ねるうち 

に ，教師の示した 例ではなく口分なりに 表現を工夫して 書き始める子も 見られるようになった。 
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(3) 作業仮説 3 について 

学び合う場や 伝え合う場を 工夫することにより ，お互いの良さを 認め合い，相手や 目的を意識してよ 

り 良く伝えようとするようになるであ ろう。 

お Ⅱ 、 ・ 、 の害 いたものを 推 敵し合う学 ひ 合いの学習では ，「自分の作文かわかりやすくなってうれしか 

った 」「友達のものを 直しなから，作文の 書き ガ かわかってきた」という 感想か聞かれた。 学習後，白ら 

友達にアドバイスする 姿や迷っている 部分を友達に 相談しなからよりおがりやすい 言葉に直そうとする 

姿 か 見られるよ う になった。 自分の害いた 文を読み返し ， 足りない言葉などを 付け足すなど ，相手や日 

的を意識して 目 葉を選んで使お う とする姿も見られた。 

   
 

 
 

    

友達 仁 読んでるるって 

25 Ⅱ 

わかりやすがった。 

Ⅱ分の作文のよ い所か 

わかった。 

もっとかんはろ うとぃ 

う 気持ちになった。 

  
良かった 普通 良くなかった 
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文集作りや発表会などの 伝える学習にも 意欲的に取り 組んだ子が多く ， 伝える前に何度も 読み返す 姿 

が 見られた。 「わかってもらえてうれしかった」「恥ずかしかったけど ，感想、 をもらえたのがとてもうれ 

しかった」「また 書いて見せたい」という 感想が見られた。 

文 
集 
の 
  

文集に添えられた 感想 
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発表会の感想 

餌杓ワに 、 持子 エサ 女子の方がていねいにま ヒ めてあ り 穏表も 

玉 ちん ヒ族未 てるようでで。 みん㌔の 前て 、 発表寄を 事嘩 ・ ヒ ても， 

緊張。 で ろ L 鼻孔 のい る 亭て穴 んでも 耳 u かしいず す   
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18 



2 研究の成果 

(l) 調へた甘をまとめ ，伝えるという   連の活動の流れの 中に ， 書くことを取り 入れたことで ，楽しんで 

苦く チ が増え，相手や 目的を意識して 表現しようとするようになった。 

(2) 対話のあ る 柑巨 評価の場を取り 入れたことにより ，お互いの良さを 認め合い，学習したことを 生かし 

てより良く伝え 合おうという 姿勢 か 見られるようになった。 

け ) 伝えたⅥ丁がら 感想、 をもらったことで ，伝えることの 楽しさを 昧 わい，進んで 伝えようとするととも 

に ，適切に 衷理 しようという   嵩欲か児 られるようになった。 

3  今後の課題 

(1)  児童の興味・ 関心や書く方などの 分析を細かく 行い，一人 ト 人に合った支援の 方法を工夫していき 

た い 。 

(2)  自己評価に生かし ，表現力を高めることにっながるようなめあ ての持たせ方を 指導する必要かあ る。 

(H)  伝え合ぅ 力 を高めるとともに ，児童の人間形成にっなか ろ ような単元作りを 工夫していきたい。 

おわりに 
どの子も害くことを 好きになり，気軽に 生活の中に 謂 くことを取り 入れるなど，書くことを 楽しむ子にな 

ってほしいという 居いが，この 研究を始めたきっかけでした。 本研究を通して ，伝える相手を 思い描き ，笑 

顔 で文章を書き 綴る子供たちの 姿が見られました。 又 ，友達と相談しながら 一生懸命に言葉を 選んで書く姿 

も 見られました。 それにより，言葉のおもしろさや 大切さをを感じると 同時に ， 書くことで豊かな 人間関係 

を台むことかできるということも 実感しました。 今後も，機会をとらえて 実践を深めていきたいと   思います り 

最後になりましたが ，教科指導員として 親身にご指導いたたきました 神森 小学校の与那覇月江先生，浦添 

布教育委員会の 先生方，そして 当 研究所の大城所長， 新 Ⅱ @ 長， [l@ 主事，世職員の 方々に心から 感謝申し 

上げます。 

また， 六ケ月 という長期にわたる 研修の機会を 与え，支援して 下さいました 溝川小学校の 我那覇校長先生 

をはじめとする 諸先生方にも 心より感謝申し 上げます。 

東洋館出版社 

講談社現代新書 

明治図書 

明治図書 
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